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ボタン付け



補助テーブルを左方向へ引くと外れます。



(操作説明は10ページ参照)

上糸のかけ方パネル/
下糸セット説明パネル

補助糸立棒差し込み穴

押え解除レバー





布を押えたり、布を引き出すときに押え
上げレバーを使用して図のように上げ下げ
します。

布を何枚か重ねてぬうときや、厚い布地を
ぬうとき、これらの布を押えの下に入れ
やすくするため、押えをさらに上に上げる
ことができます。
※このときレバーは固定されません。

手を放すとレバーは普通に上げた位置に
戻ります。

針を上に上げた状態で、レバーをスライド
して針板より下の位置(b）方向　 　　　　に
セットすると、送り歯が針板上面より沈み
ます。

また、レバーを針板より上の位置（a）方向
　　　　　にセットしはずみ車を回すと、送り
歯が針板上面より出てきます。

方向

方向

補助テーブルを矢印方向に引くと、本体背
面下部に、送り歯を上げ下げするための
ドロップフィードレバーがあります。



ふり幅

ぬい目の長さ

選んだ模様は、レバーの位置に関係なく、
標準のぬい目の長さが自動的に設定されて
います。
お好みのぬい目の長さに調整をするときは、
まず27ページ「ぬい模様一覧」のぬい目の
長さの自動設定値(自動)を確認してから、
レバーの位置を移動してください。ぬい目の
長さ調節レバーを動かすと、ぬい目の長さの
自動設定値を簡単に確認できます。
レバーが自動設定値のところまでくると、
レバーの左側にあるランプが点灯し、「ピッ」と
音で知らせます。
お好みのぬい目の長さを手動設定したい
場合は、確認した自動設定値から開始し、
レバーを左右の調整したい位置まで動かし
ます。左に動かすとぬい目の長さはこまかく
なり、右に動かすとあらくなります。
選んだ模様に設定されている「手動設置
位置」までくるたびに、レバーの左側にある
ランプが３回点滅し、「ピッ」と音が鳴ります。

ボタンの左に表示された模様を選択できます。
希望の模様の一番上にある表示ランプが点灯
するまで押します。

選択した模様は、01～08上の表示ランプと、
③の模様選択ボタンの交わる部分で確認し
ます。※表示ランプは一番上の01～08の上
だけにあります。

※模様によってランプの点滅する位置が違います。点滅しないところでは、設定変更はできません。
※26ページ模様の選び方参照

選んだ模様は、レバーの位置に関係なく、標準のふり幅が自動的に設定されています。
お好みのふり幅に調整をするときは、まず27ページ「ぬい模様一覧」のふり幅の自動設定値(自動)を確認し
てから、レバーの位置を移動してください。
ふり幅調節レバーを動かすと、ふり幅の自動設定値を簡単に確認できます。
レバーが自動設定値のところまでくると、レバーの左側にあるランプが点灯し、「ピッ」と音で知らせます。
お好みのふり幅を手動設定したい場合は、確認した自動設定値から開始し、レバーを左右の調整したい位置
まで動かします。左に動かすとふり幅はせまくなり、右に動かすとひろくなります。選んだ模様に設定されている
「手動設置位置」までくるたびに、レバーの左側にあるランプが３回点滅し、「ピッ」と音が鳴ります。

　 

①ふり幅調節レバー

②ぬい目の長さ調節レバ一

③表示ランプ

※25ページ模様の選び方参照

④模様選択ボタン

※模様によってランプの点滅する位置が
違います。点滅しないところでは、設定
変更はできません。

※26ページ模様の選び方参照



電源を入れると、自動的に直線（中基線01）が選ばれ、01の上にランプが点灯します。

この状態で直線ぬいをすることができます。



下糸巻きが終わったまま、または下糸巻き軸が

右側に押されたままで、スタート・ストップボタン

以外のボタンを押すと、下糸巻き軸が左側に

押されるまで、「ピッピッピッ」と３回警告音が

鳴ります。

下糸巻きが終わったときは、必ず下糸巻き軸を左に戻しておいてください。

・ 正 し く 機 能 し て い る と き 「 ピ ッ 」 と １ 回 鳴 り ま す 。

・ 設 定 や 使 い 方 が 間 違 っ て い る と き 「 ピ ッ ピ ッ ピ ッ 」 と ３ 回 鳴 り ま す 。

・ ミ シ ン が ト ラ ブ ル を 起 こ し 、 ぬ え な い と き 「 ピ ッ ピ ッ ピ ッ 」 と ３ 回 鳴 り ま す 。

※ 模 様 の ぬ い 目 の 長 さ 、 ふ り 幅 を 変 更 し て い る と き の 電 子 音 に つ い て は 、

　  Ｐ 1 1 を ご 確 認 く だ さ い 。

ス タ ー ト ・ ス ト ッ プ ボ タ ン を 押 す と 電 子 音 が 鳴 り ま す 。



補助糸立棒取り付け穴

糸コマの向きや糸コマ押えが正しくセットされていないと、糸立棒に糸がからまり、
ボビンにきれいに糸が巻けません。
ボビンは必ず専用ボビン（高さ１１.５mmプラスチック製）を使用してください。
専用ボビン以外を使用すると、ミシンが正しく動作しません。
ケガ・故障の原因となります。
ボビンを取り出すときは、必ず電源スイッチを切ってから行ってください。



下糸巻き軸
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補助糸立棒の使い方

スピード調整レバーで糸を巻くスピードを
はやいに設定します。

ボビンに通した糸はしを持ったまま、
スタート・ストップボタンを押して巻き
始めます。

巻き終わると、ボビンの回転がゆるやかに
なります。スタート・ストップボタンを押して
ミシンを止め、巻き終わりの糸を切ります。

下糸巻き軸を左側に戻し、ボビンを取り
外します。

少し巻いたら、いったん止めて、ボビンの
上の余分な糸を切ります。

もう一度スタートさせます。



1

2

3

4
押す

カマカバー

糸を切る

針板

この下に
差し込む

糸のはし



針上下ボタンを使用した後は、必ず電源スイッチを切ってください。

押え上げレバー

針上下ボタン

糸コマ押え（大）





拡大図



上糸を静かに引くと、下糸が輪になって
出てきます。

上糸をかるく持ったまま、針上下ボタンを
２回続けて押します。

押え上げレバーを上に上げ、針に通した
糸を左手で持ちます。

このミシンは、下糸を引き上げなくてもぬうことができますが、下糸を長くとってぬい始めたい
ときは、下糸を引き上げておきます。※下糸セット時の最後の糸切りはしないでください。

上糸と下糸をそろえ、押えの下から後ろに
10cm程引き出しておきます。

※下糸を引きあげた後、ボビンを上から見ると、
左上に1本糸がかかった状態となります。
かかっていないと糸調子がとれず、きれいに
ぬえません。
もう一度下糸をセットし直してください。



③

三角ドライバー

針止めネジを三角ドライバーで手前に
回しゆるめ、針を下に引き抜きます。

新しい針の裏面（平らな面）を後ろにして、
針の止まる位置まで深く差し込んで、針止め
ネジを三角ドライバーで締め付けます。

はずみ車を手前に回して、針を一番上に
上げます。

押え上げレバーを下げ、押えを下げます。

平らな面





押え解除レバー

ミゾ

ピン

電源を切ります。
指先で押えホルダーのうしろに
ある、押え解除レバーを手前に
押すと押えが外れます。

針上下ボタンを１回または２回
押し、針を上げます。
押え上げレバーを上げ、押えを
上げます。

押えが完全にはまらないときは、
押え解除レバーを押してみて
ください。
どの押えも、この要領で取り外
し、または取り付けることができ
ます。

交換したい押えのピン部分を
押えホルダーのミゾの真下に
合わせます。

静かに押え上げレバーを下げ、
押えのピンを、押えホルダーの
ミゾに入れます。

外れます





ミシンはぬい目の長さやふり幅（ジグザグの幅）／直線針位置が自動設定されており、模様を
選択すると、あらかじめ自動選択された、ぬい目の長さと、ふり幅でぬうことができます。

模様を選択すると、自動的にふり幅（ジグザグの幅）が設定されています。
※模様を選んだとき、ふり幅レバーがどの位置にあったとしても、自動設定値になっています。

模様のふり幅を変更したいとき

模様を選択すると、自動的にぬい目の長さが設定されています。
※模様を選んだとき、ぬい目の長さレバーがどの位置にあったとしても、自動設定値に
　 なっています。

お好みのぬい目の長さを手動設定したい場合は、
確認した自動設定値から開始し、レバーを左右の調整したい位置まで動かします。
手動設置位置にくるたびに、表示ランプが３回点滅し「ピッ」と音がなります。

ぬっている間でもレバーを動かすと、手動設定位置が変更できます。

お好みのふり幅を手動設定したい場合は、
確認した自動設定値から開始し、レバーを左右の調整したい位置まで動かします。
手動設置位置にくるたびに、表示ランプが３回点滅し「ピッ」と音がなります。

模様のぬい目の長さを変更したいとき

ふり幅レバーを動かすと、ふり幅の自動設置値を
簡単に確認できます。レバーが自動設置値の所まで
くると、レバーの左側にあるランプが点灯し、「ピッ」と
音で知らせます。

ぬい目の長さレバーを動かすと、ぬい目の長さの
自動設置値を簡単に確認できます。
レバーが自動設置値の所までくると、レバーの左側に
あるランプが点灯し、「ピッ」と音で知らせます。

ふり幅

ぬい目の長さ ぬい目の長さ

ぬい目の長さ

ふり幅



ふり幅(mm) ぬい目の長さ(mm)



通常、上糸調節ダイヤルを「標準」に合わ
せると普通地に使用される糸(#50～60)で
ぬった場合に、糸調子が合うように設定
されています。

右図のように、上糸と下糸が布の中間で交
差し、かつ、布や糸がつれたり、たるんだり
していない状態が正常です。布や糸によって、
糸調子がうまくとれない場合や、ギャザー
寄せをするときは、上糸調節ダイヤルを調節
して糸調子を合わせてください。

布の表の糸が1本になっているときは、
ボビンが正しくセットされていません。
正しくセットし直してください。

または、上糸調子が強いので、上糸調節
ダイヤルを左の方向（　　よわい）に回し、
ダイヤルの数字を小さくして糸調子を
弱くしてください。

布の裏の糸が1本になっているときは、
上糸調子が弱いので、上糸調節ダイヤ
ルを右の方向（つよい　　）に回し、ダイ
ヤルの数字を大きくして糸調子を強くし
てください。



基本となる直線ぬいおよびジグザグぬいをします。
直線ぬいは地ぬい・ギャザー・ピンタックなど、ジグザグぬいは、通常ほつれ止めなどに
使用します。

※模様を選ぶと、ぬい目の長さやふり幅（ジグザグの幅）／直線針位置が自動設定されて
   います。自動数値のままぬう場合は、設置を変更する必要はありません。

直線ぬいは、ふり幅の代わりに、針位置を
左～右の範囲で変更することができます。
ふり幅レバーを左にすると、今選んでいる
針位置より左に移動し、レバーを右にすると
今選んでいる位置より右に移動します。

ぬい目の長さレバーを左にすると、ぬい目が
細かくなります。
ぬい目の長さレバーを右にすると、ぬい目が
あらくなります。

ぬい目の長さ

ぬい目の長さ

ふり幅

ふり幅

ぬい目の長さをきめます

ぬいはじめの針位置が指定できます

ぬい目の長さレバーを左にすると、ぬい目が
細かくなります。
ぬい目の長さレバーを右にすると、ぬい目が
あらくなります。

ふり幅レバーを左にすると、ぬい目の幅が
狭くなります。
ふり幅レバーを右にすると、ぬい目の幅が
広くなります。

ぬい目の長さをきめます

ふり幅をきめます

基本ぬい(直線ぬいとジグザグぬい)



糸はしを軽く後ろに持ちながら、スタート・
ストップボタンを押し、スタートさせます。

針が下にある場合は、針上下ボタンを押し
針を上げます。

基本ぬい(直線ぬいとジグザグぬい)



ぬい始めやぬい終わりに、３～５針返し

ぬいをしておくと、ぬい目がほつれず、

丈夫になります。

ミシンが停止状態で返しぬいボタンを

押すと、押している間は返しぬいを、手を

放すとミシンは停止します。

ぬい始めからほつれ止めを行う場合は、

布はしから３～５針分手前に針を刺し

ます。

基本ぬい(直線ぬいとジグザグぬい)



手を放し、ぬい始めます。

から手を放し、ぬい始めます。

手を放すとレバーは普通に上げた位置に
戻ります。

基本ぬい(直線ぬいとジグザグぬい)



直線の三重ぬいです。
丈夫で伸縮性のあるぬい目なので、力が
かかってほつれやすい部分やデニムなどの
丈夫な布地のぬい合わせに最適です。

ジグザグの三重ぬいです。
こちらも伸縮性のある布地のぬい合わせに
最適です。
  
飾りぬいとして使用する場合は、必ずサテン
押え（Ａ）に付け替えて使用してください。



Ｅ 縁かがり押えを使用します。

布はしをガイドに合わせてぬいます。
糸調子は弱めで、上下糸はしで交差
するように調整しましょう。

※縁かがり押えを使用するときは、ぬう前に必ず押えが針に当たらないことを確認してください。

※模様のふり幅は5.0mm以下にしないでください。
　 針が押えに当たり、針が折れるなどして危険です。

裁断した布はしがほつれないように縁かがりをします。







ボタンホールレバーは、必ずボタンホール
押えの左側にある、２カ所ある突起部の前の
突起の後ろ側に下りるようにセットしてくだ
さい。

前の突起

後ろに下ろす 拡大図



ツノ
ツノ



裾上げをするスカートやズボンを裏返し
ます。

できあがり線で布を折り返し、アイロンを
かけます。

しつけをしたところから、内側へ折り込み
ます。

布はしを開きます。

布はしから約0.5cmのところにチャコペンで
印をつけ、しつけをします。

ミシンをフリーアームにして、アームに布地を
入れ、布地を回すことができるのを確認し
ます。(７ページ参照）

布地の表面に目立たないぬい目をつくるぬい方です。
ズボンやスカートの裾、袖口の裁縫に用います。お子さまの服のたけ直しなどにも
ぜひご利用ください。

布地の表面に目立たないぬい目をつくるぬい方です。
ズボンやスカートの裾、袖口の裁縫に用います。お子さまの服のたけ直しなどにも
ぜひご利用ください。





押えの交換は、必ず電源スイッチを切ってから行ってください。

ファスナー付けは、必ず01（直線）だけを使用してください。

他の模様を使用すると、針が押えに当たり、折れたりして危険です。







通常のボタンホールの手順と同じように、
ボタンホールレバーを、必ずボタンホール
押えの左側にある、２カ所ある突起部の
前の突起の後ろ側に下りるようにセットして
ください。

前の突起

後ろに下ろす



ボタン付け押えを取り付けます。

方向

方向

スタート・ストップボタン

止めぬいボタン

※1 ※2

スピードをゆっくりにして、スタートします。
10針くらいぬったら、ストップします。
ぬう前に、止めぬいボタンを押しておくと、
ぬい始めとぬい終わりに数針止めぬいを
して止まります。

ドロップフィードレバーを（a）方向に移動し、
はずみ車を手前に回し、送り歯を上げて
おきましょう。（10ページ参照）

布地の上にボタンを置きます。
はずみ車を手前に回し、針が左にきたとき
ボタンの左の穴に下りるようにセットします。
ボタンの左右の穴が真横に来るようにして
押えを下げます。

ジグザグぬい を選び、針が左に来たとき
左の穴の中央に入るよう、ふり幅レバーを
使って、ふり幅をを調整します。

はずみ車を手前に回して、針の右の穴に入るか
確認します。入らないときは、ふり幅をもう一度
調整してください。

針と押えを上げ、ミシン左側の糸切りで糸を
切ります。布をひっくり返し、ぬい終わりの
下糸を引いて上糸を裏側に出し、上糸と
下糸を結びます。

※1 ボタンに根巻きなどの余裕をもたせたいと
きは、ボタンの上にまち針をのせてぬいます。
※まち針は付属品ではありません。

※2 ４つの穴を持ったボタンについては、先に
２つの穴をぬい、それから残りの２つの穴を
ぬいます。

ドロップフィードレバーで送り歯を下げます。
（10ページ参照）
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希望した飾りぬいをするために、ぬい目の
長さやふり幅を、それぞれの調節レバーで
調節することができます。



1

3

しつけ

布地と布地の間を離して、糸でかがる方法です。

① 布はしと布はしの間隔を0.3～0.4cmあけて、
　　布に薄いあて紙をし、しつけをします。

② 布の表から、間隔の中央を中心にしてぬい
　　ます。

③ あて紙をとります。

① ２枚の布の右はしを合わせ、地ぬいをします。

② 地ぬい部分を折り目にして、図のように２枚の
　　布を広げます。

③ 布の表から、地ぬいの線を中心にしてぬい
　　ます。

2



ミシンのお手入れ

掃除が終わったら、針板を取り付け、針板

止めネジ２ヶ所を三角ドライバーで右回りに

回して取り付けます。

忘れずにカマカバーを取り付けてください。

針止めネジ（２ヶ所）を、付属の三角ドラ
イバーで左回りに回して外し、針板を取り
外します。

ブラシで送り歯に付いた糸クズやほこりを
掃除します。

内カマをブラシで掃除し、かわいた布で
軽くふきます。

カマカバーを取り外して、ボビンを取り出し
ます。

①

③

②

④

⑤

①

③

②

④

⑤

針板止めネジ
（２ヶ所）

三角ドライバー

針板

ブラシ

内カマ 内カマ

定期的に針板を外して送り歯や内カマのお掃除をしてください。



正しく付け直します。

9スタート・ストップボタンを押し
ます。



上下糸のかけ方が、違って
いたり、余計な箇所に糸を
かけているとき。

正しく付け直します。

正しく付け直します。

糸案内台の皿の奥までしっかり
糸をいれます。
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